
主
催
者
あ
い
さ
つ
①

熊
本
県
教
育
委
員
会
教
育
理
事
　

青
木

 

政
俊

  

　

皆
さ
ん
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す

県
の
営
業
部
長
く
ま
モ
ン
の
あ
と
に
挨
拶
を
す
る
と
い
う
の
は
非
常
に
難
し
い
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
古
代

の山
城

と東
北
城
柵

報
告
４

鞠
智
城
と
菊
池
川
流
域
の
古
墳
・
古
代
遺
跡

報
告
者
紹
介

亀
田 

学
（
か
め
だ　
ま
な
ぶ
）

熊
本
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。
熊
本
県
教
育
庁
文
化
課
を
経
て
、
現
在
熊
本
県
立
装

飾
古
墳
館
分
館
「
歴
史
公
園
鞠
智
城
・
温
故
創
生
館
」
勤
務
。
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は
じ
め
に

　

こ
の
度
私
に
与
え
ら
れ
ま
し
た
テ
ー
マ
は
、
菊
池
川
流
域
の
古
墳
時
代
と
古
代
遺
跡
と
い
う
も
の
で
す
。
対
象
と
す

る
地
域
は
有
明
海
を
流
域
に
す
る
菊
池
川
下
流
域
、
そ
れ
か
ら
中
流
域
、
そ
れ
か
ら
上
流
域
。
こ
の
あ
た
り
を
中
流
域

と
設
定
す
る
人
も
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
便
宜
的
に
上
流
域
と
考
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
一　
菊
池
川
流
域
の
古
墳

　

ま
ず
、
古
墳
時
代
前
期
に
は
、
中
流
域
に
、
竪
穴
式
石
室
を
持
つ
竜
王
山
古
墳
が
現
れ
ま
す
（
図
１
）
（
図
２
）
。

そ
の
後
有
明
海
流
域
に
近
い
と
こ
ろ
に
、
舟
形
石
棺
を
擁
し
ま
す
。
ま
た
壺
形
埴
輪
を
持
つ
首
長
墓
が
造
営
さ
れ
ま
す
。

中
期
に
な
る
と
舟
形
石
棺
を
主
体
と
す
る
古
墳
が
、
菊
池
川
下
流
域
・
中
流
域
に
顕
著
に
分
布
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
菊

池
川
流
域
の
舟
形
石
棺
の
形
式
を
表
し
た
も
の
で
す
。
高
木
恭
二
氏
が
設
定
さ
れ
た
北
肥
後
型
と
い
う
も
の
は
、
屋
根

形
、
棺
蓋
が
家
形
を
し
た
も
の
で
す
。

　

舟
形
石
棺
の
分
布
は
中
下
流
域
に
分
布
の
中
心
が
あ
り
ま
す
。
菊
池
郡
衙
、
郡
衙
推
定
の
上
流
域
の
深
川
古
墳
ま
で

舟
形
石
棺
が
採
用
さ
れ
ま
す
（
図
３
）
。
菊
池
川
流
域
の
古
式
な
舟
形
石
棺
を
の
ぞ
く
と
、
上
流
域
西
部
に
前
方
後
円

墳
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

北
肥
後
型
、
先
ほ
ど
屋
根
型
を
し
た
舟
形
石
棺
の

分
布
な
ん
で
す
け
ど
、
菊
池
川
流
域
に
顕
著
な
ん
で

す
け
ど
、
筑
後
川
流
域
に
も
顕
著
に
分
布
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
、
密
接
に
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

　

肥
後
地
域
で
は
、
横
穴
式
石
室
の
玄
室
の
奥
に
、

開
か
れ
た
棺

の
石
屋
形
と

い
う
も
の
が

据
え
ら
れ
ま

す
（
図
５
）
。

石
屋
形
、
家

形
の
棺
蓋
を

持
つ
2
つ
の
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図1　菊池川流域を中心とした遺跡分布図
（国立歴史民俗博物館研究報告第173集第23図2012を改変）

（図１）（図２） （図３－１）

鞠
智
城
と
菊
池
川
流
域
の
古
墳
・
古
代
遺
跡

歴
史
公
園
鞠
智
城
・
温
故
創
生
館　

亀
田
学

ひ
の

く
に

り
ゅ
う
お
う

た
か

ぎ
き
ょ
う
じ

ぐ
ん

が ざ
ん



類
型
に
分
か
れ
、
平
天
井
A
類
、
家
形
B
類
に

分
け
る
と
、
B
類
の
分
布
が
菊
池
川
流
域
と
宇

土
半
島
の
基
部
に
顕
著
で
あ
る
こ
と
は
、
在
地

勢
力
が
力
強
く
結
び
つ
い
て
い
る
可
能
性
が
あ

り
、
筑
後
川
地
方
の
有
力
な
古
墳
に
も
採
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
菊
池
川
上
流
域
に
も
袈
裟
尾
高

塚
古
墳
な
ど
が
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
石
屋

形
で
す
。
石
屋
形
が
平
天
井
で
あ
る
こ
と
は
、

在
地
勢
力
の
部
分
と
接
点
で
あ
る
考
え
ら
れ
ま

す
（
図
５
）
。

　
二　
菊
池
川
流
域
の
古
墳
時
代
の
集
落

　
古
墳
時
代
の
有
力
な
集
落
は
、
下
流
域
で
は

柳
町
遺
跡
や
古
代
に
鉄
生
産
遺
跡
を
背
後
に
持

つ
山
田
松
尾
平
遺
跡
な
ど
。
そ
れ
か
ら
、
中
期

で
は
方
保
田
東
原
遺
跡
周
辺
、
御
宇
田
台
地
に
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（図１）（図２） （図３－１）

図２　前期古墳の分布

図３　菊池川流域の石棺の系譜（高木恭二）
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図３-1　山鹿周辺古墳分布図（山鹿東部の古墳群は未記入）　
■古墳
●横穴　（玉名市 2005）
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図４　九州の舟形石棺分布図 （高木恭二 1994  古代學協会）図５　肥後　主要な石屋形を有する古墳分布図 （宇野慎敏 2010）
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遺
跡
が
分
布
し
ま
す
（
表
２
）
。
中
期
に
な
る
と
、
合
志
川

流
域
の
平
町
遺
跡
で
早
く
か
ら
竈
が
採
用
さ
れ
る
な
ど
、
渡

来
系
の
要
素
と
畿
内
系
政
権
の
関
与
す
る
武
器
、
武
具
等
を

持
つ
古
墳
の
周
辺
に
集
落
が
営
ま
れ
ま
す
。

　
古
墳
時
代
の
鞠
智
城
周
辺
に
は
切
石
積
み
の
石
室
は
存
在

し
ま
せ
ん
が
、
後
期
の
横
穴
式
石
室
、
横
穴
群
が
多
数
存
在

し
ま
す
（
図
９
）
。
こ
の
よ
う
に
、
在
地
の
集
落
は
鞠
智
城

を
囲
む
よ
う
に
存
在
し
、
鞠
智
城
に
は
六
世
紀
後
半
か
ら
七

世
紀
に
は
す
で
に
集
落
が
見
つ
か
っ
て
い
る
状
況
で
す
。
在

地
の
有
力
な
首
長
は
存
在
し
ま
せ
ん
が
、
在
地
の
勢
力
を
け

ん
制
す
る
た
め
に
ヤ
マ
ト
政
権
が
勢
力
を
置
く
に
は
適
し
た

地
域
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
表
４
は
古
代
の
官
衙
関
連
遺
跡
や
そ
の
他
の
集
落
の
消
長

を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
鉄
の
生
産
は
流
域
の
特
定
の
地
域

に
存
在
し
、
墨
書
土
器
の
出
土
し
て
い
る
遺
跡
は
か
な
り
多

い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
下
流
域
の
玉
名
平
野
に
は
玉
名
郡

衙
や
立
願
寺
廃
寺
を
中
心
に
、
七
世
紀
以
降
、
古
代
を
通
じ
て
見
ら
れ
ま
す
。

　
全
体
的
に
は
、
八
世
紀
後
半
以
降
、
集
落
の
増
加
は
顕
著
で
す
が
、
丁
寧
に
見
る
と
七
世
紀
代
の
遺
物
も
出
土
し
て

い
ま
す
。
中
下
流
域
の
、
古
墳
時
代
以
来
の
集
落
が
古
く
か
ら
存
在
し
、
合
志
川
流
域
は
合
志
郡
か
ら
山
本
郡
が
分
離
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表２　菊池川流域古墳時代集落消長表

図
９-

１　

切
石
造
り
複
室
室
構
造
横
穴
石
室
編
年
図
（
高
木
恭
二
）

図
９-

２　

鞠
智
城
周
辺
古
墳
・
横
穴
分
布
地
図

ひ
ら
ま
ち

か
ま
ど

つ
か
ぼ
う

ず

け

さ

お

た
か
つ
か

か
ん
が
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表３　菊池川流域古墳時代集落消長表

表４　菊池川流域古代集落消長表

ひ
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く
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し
た
頃
の
地
域
の
移
動
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
古
墳
時
代
以
来
の
渡
来
系
の
人
の
増
加
が
見
ら
れ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
三　
菊
池
川
流
域
の
古
墳
文
化

　
ヤ
マ
ト
政
権
に
関
わ
る
遺
物
と
し
て
、
埴
輪
を
取
り
上

げ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
（
図
６
）
。
畿
内
地
域
の
川
西

編
年
Ⅴ
期
併
行
期
、
い
わ
ゆ
る
古
墳
時
代
の
後
期
に
な
る

ん
で
す
け
れ
ど
、
特
徴
的
な
最
下
段
の
突
帯
の
部
分
に
、

押
し
付
け
た
よ
う
な
技
法
を
取
る
古
墳
が
、
菊
池
川
の
塚

坊
主
古
墳
、
中
流
域
の
金
屋
塚
古
墳
、
チ
ブ
サ
ン
古
墳
等

に
も
見
ら
れ
、
そ
の
分
布
が
筑
後
地
方
に
も
顕
著
に
な
り
、
筑
後
地
方
と
の
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ

ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
地
域
で
埴
輪
に
変
わ
る
も
の
と
し
て
石
製
表
飾
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
（
図
７
）
筑
後
の
岩
戸
山
古
墳
が

有
名
で
す
が
、
石
製
表
飾
を
中
心
に
分
布
し
て
い
ま
す
が
、
肥
後
地
域
で
も
、
北
部
の
菊
池
川
流
域
と
南
部
の
氷
川
流

域
を
中
心
に
分
布
し
て
い
ま
す
。
筑
後
地
域
と
の
関
連
が
見
ら
れ
、
石
人
は
筑
後
川
流
域
の
北
部
に
、
器
材
形
の
石
製

表
飾
は
南
側
に
分
布
す
る
の
で
す
が
、
木
柑
子
フ
タ
ツ
カ
サ
ン
古
墳
で
す
と
か
、
袈
裟
尾
高
塚
古
墳
の
石
室
材
構
成
す

る
靱
の
石
製
表
飾
な
ど
が
見
ら
れ
、
両
地
方
、
肥
後
の
上
で
も
南
北

の
接
点
に
も
あ
た
る
と
い
う
ふ
う
に
考
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
あ
と
、
垂
飾
付
耳
飾
な
ん
で
す
け
れ
ど
、
五
世
紀
後
半
か
ら
六
世

紀
前
半
の
百
済
系
の
耳
飾
り
が
見
ら
れ
ま
す
。
江
田
船
山
古
墳
や
大

坊
古
墳
な
ど
に
見
ら
れ
、
百
済
と
の
関
係
が
密
接
な
こ
と
が
分
か
り

ま
す
（
図
８
）
。

　
畿
内
系
終
末
期
古
墳
に
類
似
す
る
凝
灰
岩
の
切
石
積
石
室
の
分
布

　
　

す
い
し
ょ
く
つ
き
み
み
か
ざ
り

ゆ
き

ひ
の

つ
か

ぼ
う
ず

き

こ
う

じ

い
し
せ
い
ひ
ょ
う
し
ょ
く

か
な

や

づ
か

く
に

図７　肥前肥後の石製品分布図
（高木恭二　1994　岩戸山歴史資料館）

図６
押圧技法を有する円筒埴輪の編年

（岸本圭　2000　九州前方墳研究会）

図８　中・北部九州地域における垂飾付耳飾の
　　　分布（６世紀前半）

（高田貫太　2014）
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を
見
る
と
、
菊
池
川
流
域
に
は
見
ら
れ
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
、
筑
後
、
そ
れ
か
ら
阿
蘇
地
域
に
も
あ
り
ま
し
て
、
そ
う

い
っ
た
地
域
の
経
由
点
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
考
え
も
で
き
ま
す
。

　
四 

菊
池
川
流
域
の
古
代
の
集
落
・
官
衙
関
連
遺
跡
・
寺
跡

　

菊
池
川
流
域
の
古
代
官
衙
関
連
遺
跡
と
し
て
、
詳
細
が
比
較
的
判
明
し
て
中
心
に
な
る
の
は
、
下
流
域
の
玉
名
郡

衙
、
立
願
寺
廃
寺
を
中
心
と
す
る
古
代
の
遺
跡
群
で
す
（
図
10
）
。
周
辺
に
は
柳
町
遺
跡
が
存
在
し
、
八
世
紀
後
半
の

敷
粗
朶
技
法
を
用
い
た
大
畦
畔
も
見
つ
か
っ
て
お
り
、
条
里
制
の
施
行
時
期
を
考
え
る
上
で
も
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
菊
池
川
中
流
域
は
古
代
遺
跡
の
中
心
部
で
す
（
図
11
）
。
左
端
に
、
山
鹿
郡
衙
推
定
地
の
桜
町
遺
跡
、
中
央
に
、
弥

生
時
代
後
期
以
来
の
拠
点
集
落
で
あ
る
方
保
田
東
原
遺
跡
が
あ
り
、
古
代
に
も
続
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
北
東

に
は
、
官
衙
関
連
遺
跡
の
御
宇
田
遺
跡
群
が
分
布
し
て
お
り
、
中
村
廃
寺
な
ど
で
は
鉄
関
連
の
遺
物
が
出
土
し
て
お
り

ま
す
（
図
12
）
。

　

主
要
な
官
道
関
連
遺
跡
。
定
義
す
る
の
は
難
し
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
五
間
以
上
の
建
物
を
持
つ
、
墨
書
土
器
、

硯
、
陶
磁
器
、
鉄
関
連
な
ど
の
要
素
が
一
つ
で
も
あ
る
遺
跡
を
丸
で
囲
む
と
、
官
道
周
辺
の
二
〜
四
km
以
内
に
集
落

跡
、
さ
ら
に
そ
の
南
側
に
も
大
規
模
な
古
代
の
集
落
が
存
在
し
て
お
り
ま
す
。

ひ
の

し
き

そ

だ

ぎ

ほ
う

だ
い
け
い

か
と
う

だ

み

う

た

ひ
が
し
ば
る

は
ん

く
に

図10　玉名市条理図（玉名市2005第9図改変）
1 玉名郡家　2 玉名郡寺　3 玉名郡倉　4 疋野神社　5 稲荷山古墳墳項部（立願寺瓦出土地）　
6 蓮花遺跡　7 磐座（金毘羅山）　8 大湊　9 日置氏の最初の拠点　
10 柳町・両迫間日渡遺跡・玉名平野条里跡　11 上小田宮の前遺跡　12 山田松尾平遺跡　
13 北の崎遺跡　14 稲佐津留遺跡　15 稲佐廃寺　16 城ヶ辻古墳群　17 寺田古墳群　
18 保田地窯跡群　19 蛇ケ谷製鉄跡　20 立願寺大塚遺跡　21 大坊古墳　22 永安寺東・西古墳
23 馬出古墳　24 小路古墳　25 松林寺山古墳　26 石貫ナギノ横穴群　27 石貫穴観音横穴群　
28 三ツ川六反製鉄跡　29 広福寺裏製鉄跡　
30 清原古墳群（江田船山・京塚・虚空蔵塚・塚坊主古墳）　31 姫塚古墳 　32 前田古墳　
33 宮の後古墳　34 真福寺東古墳　35 富尾原横穴群A　36 富尾浦谷横穴群　37 田崎横穴群



70鞠智城座談会　地域社会からさぐる古代山城・鞠智城71 報告４　鞠智城と菊池川流域の古墳・古代遺跡

方
保
田
東
原
遺
跡

桜
町
遺
跡

中
村
廃
寺

凡
導
寺
経
筒
出
土
地
点御
宇
田
成
竹
遺
跡

御
宇
田

妙
見
遺
跡

（
山
鹿
郡
衙
推
定
地
）

ひ
の
く
に

図11　方保田東原周辺古代遺跡（山鹿市）

正
観
寺

図
12　

鞠
智
城
周
辺
古
代
遺
跡
等
分
布
図
（
菊
池
市
教
育
委
員
会　
菊
池
市
文
化
財
調
査
報
告
第
６
集
を
一
部
改
変
）

方
保
田
東
原
遺
跡

桜
町
遺
跡

中
村
廃
寺

凡
導
寺
経
筒
出
土
地
点御
宇
田
成
竹
遺
跡

御
宇
田

妙
見
遺
跡

（
山
鹿
郡
衙
推
定
地
）



　
お
わ
り
に

　
鞠
智
城
は
肥
後
国
府
や
大
宰
府
、
阿
蘇
、
東
九
州
へ
の
中
継
地
点
と
し
て
、
大
宰
府
の
出
先
機
関
と
し
て
機
能
し
、

や
が
て
菊
池
郡
の
郡
衙
機
能
も
補
完
す
る
機
関
と
し
て
も
機
能
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
菊
池
川
中
流
域
・
下
流
域
に
在
地
勢
力
の
中
心
が
あ
り
、
合
志
川
か
ら
菊
池
川
上
流
域
左
岸
地
域
も
連
携
し
て
地
域

社
会
を
形
成
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
そ
れ
ら
の
背
後
に
大
和
（
倭
）
政
権
が
整
備
し
た
鞠
智
城
が
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
以
上
で
、
私
の
発
表
を
終
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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第１図　肥後国の郡
図3-1-A　九州の舟形石棺分布図（高木恭二 1994  古代學協会）

（高木恭二　1994　岩戸山歴史資料館）
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